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先生の熱意と指導力が安松幼稚園の誇り
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	令和5年8月1日

	理事長　安井俊明

	『型』による学び  復活を
　　　――型体得が  学習の原点であり
　　　　　型体得は  創造的な仕事の源となる――


　みずみずしい青田が、幼稚園の周りに広がっています。その一瞬日本を感じ、私達の文化や歴史に思いを巡らす一時でもあります。この気候風土が　稲作を基本とする日本の文化をかたち作り、水田に張られた水が夏の猛暑を少し和らげてくれます。
　今回は、人の学びについて触れたく思います。
人はどのようにして学んでいくのかを考える時、昨今は、学習は頭でするものだという風潮が広がっているように思います。しかしながら学ぶ際は、挨拶や立ち振る舞いなど『型』から入るというのが、日本の先人たちの教えでした。現在は、情報は必要な時にインターネットで調べればいいとの風潮ですが、「暗誦でき身に付いたもの」が教養であり、「その場その場で、自分で自分（考え・精神・そして身体までも）をコントロールできる能力」が、知性と言われるものでしょう。
　『型』という言葉は、昨今の「型にはめる」というイメージからの否定的な使われ方が多く、それに対して自由、個性などの言葉の方が好印象をもたれているようです。
●ここで明治大学教授の斎藤孝氏の言葉をいくつか紹介しましょう。
「物理を学ぼうとする人が、ニュートンやアインシュタインが確立した学問体系を素通りして創造性を発揮できるわけがない。だが現代人は、先人の蓄積を飛び越して個人の創造性がいきなり生まれると思いがちだ。これは素朴というより無知に近い。文化は積み重なるようにしか発展しないのに…。すなわちその分野の型や基本を知らずに、自由にやるのがよいことだという開き直りの態度が幅を利かせるようになった。」
「自由にやりたいという若者の気持ちもわかるが、その自由自体が、型や反復でしか身に付かない技で維持されている。自分のやりたいようにやるだけなら、それは単なる自己流で、それ以上は伸びない。型を身につけた人は余裕ができ、複雑な課題も考えずに処理でき、その先の創造性にもつながっていく。先人が編み出した究極の学習法が型なのだ。」
●テレビや映画でも活躍する狂言師の野村萬斎さんは、「基礎となる『型』は、知識ではなく体得するもの。型にはめるのは没個性のように考えがちだが、使いこなすうちに型は様々な個性や表現となっていく。子供の頃は鋳型いがたに入れられるようだったが、骨ができて自分の肉がついてくると面白くなり、新しい世界が広がります。これこそが本来の自由であり個性なのです」と指摘されています。まさに守破離の世界です。
●☀この味が　いいねと君が　言ったから　七月三日は　サラダ記念日
☀寒いねと　話かければ　寒いねと　答える人の　いるあたたかさ
☀親は子を　育ててきたと　言うけれど　勝手に赤い　畑のトマト（サラダ記念日より）
など五七五七七に新風を吹き込んだ現代歌人・俵万智さんは、型というものの重要さを強調し、「意外に思われる方も多いのですが、私は五七五七七の型は厳密に守っています。それが言葉に力を与えてくれるのです。よく五七五七七を壊したいかと言われるけれど…」
●これらお二人は、ともに千年紀（ミレニアム）以上の歴史と伝統を持つ日本の文化と芸能の世界に生きている。そのお二人が口をそろえたように『型』というものの重要さを強調している。古典には表現の型というものがあり、人々の日々の営みの中で培われた伝統として残ってきた。それが千年の蓄積の強みとなり、表現となって、現代感覚を生かすことが出来る。
●型の重要さをスポーツの世界から取り上げてみましょう。
大相撲で史上最多の45度の優勝を誇り、引退した大横綱白鳳関は、大相撲を目指す子供達や若手力士に対して、「基本を大事にし『型』をつくること、そして型ができた時に型を破る。まさに型をもって型にこだわらない、そうすれば必ず強くなっていく」とメッセージを送っています。まさに守破離そのものです。
100Kｇのない小兵力士であった舞の海関は、ここ数場所、早々と優勝争いから脱落し、ふがいないと言われ続ける大関陣に対して「型を持っていないことが低迷の原因だ。誰にも負けないという型を作らないまま大関に昇進したところに悲劇がある。日々の稽古は自分の型を見つけ出すためにある。そして自分にあった型を見つけたところが終わりではなく、始まりだ。型の存在は、文化や芸能、スポーツ、音楽などに関してだけではなく、国の歴史や文化の中にも、一つの型が見られる」と述べられています。
●ピアニストの中道郁代さんは「型があるから、そこに新しいものが生まれてくる」と、型の大切さに触れておられます。
●元大阪教育大学（附属）音楽科の諸石先生は、「芸術はすべて模倣から入る。型の模倣から入る。型の模倣をきちっとせずに、自由勝手にやった人は伸びない。これは教育においても全く同じである。」さらに「安松幼稚園の子供達は、2～3年をかけて、歌唱や言語の領域、挨拶などの人間関係においても、基本となる型を学び、知識の蓄積を行っている。将来的には、創造的な仕事ができるようになる素地が養われている。そして児達が、そういう型による学びと反復を徹底できるのは、安松にいる情熱的な先生方がそれを支えているからである」と仰っています。
●安松幼稚園に入園してしばらくすると、多くの児がその場にふさわしい挨拶が自然と出てくるようになります。朝は「おはようございます」帰りは「さようなら」体の調子の悪い子には「お大事に」病気が治って登園してきた児には「治ってよかったね」等々。言葉だけではなくて、ちょっとしたお辞儀も添えて！！
このように人としての軌道に乗っていくのも、挨拶における一つの型の習得と言えるでしょう。頭の中だけではなく、言葉や体の動きが身に付き自然に出てくることこそ型の強みなのです。

●最後に　『教育とは一つの型を次の世代に伝えること』とも言えると思います。
『型』体得が学習の原点であり、『型』による学びの復活を強く望むものです。

	



			
		

		
		
				



理事長エッセイ
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	R 5.3.16
	安松幼稚園の教育に対する　多くの保護者の感想

人としての根本  心の芯  を育ててくれる

		人としての根本  心の芯  を育ててくれる


	R 4.8.1
	惻隠の情　卑怯を憎む心

幼児期にこそ　この 2 点を育みたい

		幼児期にこそ　この 2 点を育みたい


	R 4.4.11
	いよいよ始まります

こころ一つに　この難局（新型コロナウイルス感染症）を乗り越えましょう

		こころ一つに　この難局（新型コロナウイルス感染症）を乗り越えましょう


	R 4.3.16
	なんちゅう幼稚園や　こんな幼稚園が日本にあったのか
　　　世界的指揮者　沼丸晴彦先生の感想です

歌唱は情緒を豊かにするだけではなく
言語・運動などあらゆる分野の発達を促す

		歌唱は情緒を豊かにするだけではなく
言語・運動などあらゆる分野の発達を促す

	
	R 3.8.10
	アメフト・チアリーダー小島智子さんからのお誘い

安松幼稚園の園児は　表情豊かで とても楽しそう

	

	R 3.3.16
	コロナ禍のこの一年　保護者の強い支持に感謝

保護者の姿勢が　学校教育のレベル・方向性を
　　　　　　　　　　　　大きく左右する

		保護者の姿勢が　学校教育のレベル・方向性を
 　　　　　　　　大きく左右する

	


	R 2.12.28
	新しい年を迎えるにあたって

Ⅰ．こころ一つに この難局を乗り越えましょう

		Ⅱ．井上正康先生に学ぶ　
　　新型コロナ風邪を科学的に考察する一助として

		Ⅲ．松田学氏の友人の　あるお医者さんのご意見です

	

	R 2.8.30
	新型コロナウイルス流行に伴う日本の空気感

Ⅰ．一身独立して一国独立す
正当にこわがることは　なかなかむつかしい

		Ⅱ．当園の考え　国の対応の遅さ

		Ⅲ．再流行に備え　個々人が何が正しいかを判断する
資料としてDr の主張や色々なキーワードの記載

		Ⅳ．明けない夜はない

	新型コロナウイルスに関する考察

京都大学大学院医学研究科特定教授　上久保靖彦先生が
この ９ ヶ月に起こった事実（データベース）を分析され
論文に表されました　その論文の要約です
		
	知見に基づく日本政府への提言

順天堂大学医学部免疫学特任教授　奥村康先生
京都大学大学院医学研究科特定教授　上久保靖彦先生
お二人による日本政府への提言です

	

	R 2.3.16
	安松幼稚園の歌唱は　表情・表現（動作）が要

	朝日テレビのミュージックステーションで
70期生・71期生の歌唱が放映される
	弓場メソッド合唱コンクールで奨励賞受賞
	泉佐野市から依頼されモンゴルの
オリンピックマラソン選手との持久走


	
	R 1.8.01
	幼稚園で　最も求められるもの
　　 それは情熱的な先生である

教師力の見極めこそ　学校選びのすべて


	H31.3.15
	安松幼稚園　創立70周年に寄せて

伝えよう誇り高き日本の文化

	
	H31.2.9
	安松幼稚園　創立70周年記念コンサートを通じて

	安松幼稚園の歌唱指導
	春なのに～想い歌　について




	H31.1.1
	安松幼稚園　創立70周年記念コンサート

～伝えよう　誇り高き日本の文化～ 

                                     i n 泉の森ホール


	H30.8.31
	思考・創造力と知識・記憶力は　対立するものではない

学びて思わざれば　すなわち罔し
思いて学ばざれば　すなわち殆し


	H30.3.15
	安松幼稚園は　皆さんの故郷（ふるさと）ですよ

志を果たして　いつの日にか帰らん


	
	H29.8.2
	教育とは　子供の心を震わせ　魂を揺さぶり
やる気を引き出すこと

学校は教師力で決まる
教師力とは　先生の熱意と指導力



	H29.2.9
	安松幼稚園の歌唱指導

2月19日　新春　旅立ちコンサート　に向けて 

                                     i n 泉の森ホール


	H29.1.18
	安松幼稚園の大切にしていること

安松幼稚園の教育は情緒教育そのもの

負荷を乗り越え　情熱をもって最後までやり抜く力


	H29.1.1
	日本の国柄

誇るべき日本の文化


	H28.8.20
	子供の立っている姿に
     感動して　涙したのは初めてです

6／23安松幼稚園の音楽会参観の
山下幸一先生のご感想
並びに　その後の　7／13勉強会について


	H28.8.1
	家庭の太陽

森信三先生「家庭教育の聖典」


	H28.8.1
	安松幼稚園の教育は　情緒教育そのもの

創造的な仕事の源となる
美的感受性・美的情緒を育みたい


	H28.4～5
	頑張れ日本　頑張れ熊本　頑張れ東北

熊本地震　義捐金の呼びかけ


	多くの義捐金協力に　感謝感謝

日本人の誇りの源
自然を受け入れてきた民よ


	H28.1.1
	国語教育を大切にする背景

文明論を基に　日本語・文化について考える


	H27.8.1
	教育とは　一つの型を次の世代に伝えること
であり　強制から始まる

創造的な仕事は　型の習得・知識の蓄積が
あってこそ　初めて可能になる


	H27.3.17
	年少3歳児　全クラスで給食完食

これは　すごいことなんですよ


	H27.2.28
	プロの目から見ても衝撃の
泉の森コンサート

平成27年1月17日　新春唱歌童謡コンサート 

                            i n 泉の森ホール　の後日談


	H27.1.1
	伝えよう　誇り高き日本の文化

平成27年1月17日　新春唱歌童謡コンサート 

                                     i n 泉の森ホール


	H26.10.10
	ある教育実習生の所感


	H26.8.1
	安松幼稚園に吹く風


	H26.3.14
	幼児期に　本気で注意され叱られた

        経験のないことほど大きな不幸はない

その前提には　抱きしめ褒めることが必要


	H26.1.1
	新年に想う
日本人としての誇りと自信を取り戻そう



	①わずか100年ちょっと前の日本人について
	②日本人の心の奥底にひそむ無常観
	③日本人としての誇りと自信を取り戻そう
    その為には国語・古典が大切
	④安松幼稚園の生活発表会における言語発表




	H25.8.1
	安松幼稚園の　めざすもの

教育とは　子供の周りから
困難や障害を取り除くことではなくて
それらを乗り越えていく力をつけることである


	H25.7.31
	伝えるべきは誇り高き日本の文化

童謡にしても俳句にしても

早く触れないと大人になっちゃいますよ


	H25.6.28
	本を好きになると　世界が広がり　
自分が変わる




	H25.4.26
	卒園児のお母さんからのお手紙

これぞ安松幼稚園


 	H25.1.1
	新年に想う

日本よ　元気を出そう


	H24.8.1
	安松幼稚園の子供たち




 	H24.5.14
	内気なおとなしいお子さんこそ　
安松幼稚園に…
          元気になりますよ！ 




	H24.3.16
	教育とは　発達段階に応じた負荷をかけること



	【Ⅰ】現在の教育の問題点
	【Ⅱ】教育とは個々人の発達段階にあった負荷をかけること
	【Ⅲ】特別支援教育との関わり




 	H24.1.1
	負けないぞ　日本




	H23.8.1
	何が子供にとって良いことなのかと悩んでいる方へ

安松幼稚園の考える教育の本道

対　子供児童中心主義


 	H23.6
	ある教育実習生の実習の所感から




	H23.3.22
	多くの義援金協力につき感謝感謝

日本人の誇りの源

自然を受け入れてきた民よ


 	H23.3.14
	頑張れ日本　頑張れ東北




	H23.1.1
	子供中心主義・児童中心主義の終焉を願って



	No.1　序，子供の耐性を培うのは

    親の第一の責務
	No.2　子供・児童中心主義とは
	No.3　安松幼稚園の求める教育

　型・基本・強制について
	No.4　あるべき教育の姿とは
	No.5　子供・児童中心主義の

    歴史的背景， あとがき




 	H22.11.3
	幼保一体化について




	H22.9
	教育には　適切な時期が大切

先天的に備わっている能力も、

それを開発し引き出す環境と

条件が与えられなければ、

眠ったままになってしまう


 	H22.7
	先生の熱い心が　子供に伝わって

教育とは子供の心を震わせ

豊かな感性とやる気を引き出すこと


	H22.3.5
	教育の真髄は
  「子供に教える」のではなく
    「子供から引き出す」ことにある




	H22.1.1
	混迷の日本

No.1　逝きし世の面影

No.2　教育について考える

※PDFファイルはこちら　No.1～No.2


	H21.7
	古典の味わい・捉え方

古典には
集積された人間の知恵がある




	H21.3
	踏ん張れる子供の育成

安松幼稚園創立60周年記念
安井千代園長在任60年記念
                         にあたって


	H21.2
	この６０年を振り返って

園長挨拶


	H21.2
	安松幼稚園創立60周年記念
安井千代園長在任60年記念

理事長挨拶


	H20.7
	基本的な生活習慣の確立を
      自立を促し　積極性が育ちます




	H20.3
	これぞ安松幼稚園

第５回唱歌童謡コンサート
      i n 泉の森ホールを通して




	H20.1
	子供は真似をする天才・記憶する天才

それ故　全力で触れ合おう




	H19.11
	本を好きになると　世界が広がり　
自分が変わる




	H19.8
	人としての学び そして さわやかさ
（お母さんからのお便りを含む）




	H19.7
	教育とは　子供にプレッシャーを
      乗り越える力をつけること




	H19.3
	強い心を育もう
強い心とは　勇気と優しさと思いやり

第4回唱歌童謡コンサート
      i n 泉の森ホール　を通して


	H19.1
	子供の教育は　年に数回の山登りで十分




	H18.8
	自分の体を通しての経験でしか　
獲得できないもの

              （お母さんからのお便りを含む）


	H18.7
	年長さんの持久走：経過報告（2）

      そして保護者の感想


	H18.5
	基礎体力をつけると共に　強い心を育もう（1）




	H18.3
	国語力がすべての始まり

人との関わりも言葉から


	H18.3
	すべては　子どもの話を
ゆっくりと聞くことから始まる 
（山登主任）




	H18.1
	素敵な表情

第3回　唱歌・童謡コンサートin 泉の森


	H18.1
	子育ての中で、何が一番基本となるのでしょうか

人は、善悪の判定基準や
生き甲斐などをどのようにして
身につけていくのでしょう


	H17.11
	悔しさを乗り越えて

幼児期に小さな失敗や挫折を
経験したり我慢する経験は
今後の育ちに必要であり
重要なこと


	H17.10
	二科展：3年連続団体賞受賞
     今年は最高位の二科ジュニア賞




	H17.7
	たかが3歳児　されど3歳児




	H17.1
	教育とは、子供達の心を震わせ　
魂を揺さぶること
      （スマトラ島地震等の災害を通して）




	H17.1
	新年明けましておめでとうございます

         ─ 日本よ　元気を出そう ─




	H16.12
	第2回　唱歌・童謡コンサート in 泉の森




	H16.10
	当園の給食指導




	H16.8
	園児からの自然な言葉かけ
    そして　溢れんばかりの笑顔




	H16.6
	子供との触れ合い　保護者との交流




	H16.3
	威風堂々の園児に対してまことに失礼なこと
        （卒園･進級にあたって）




	H16.3
	当園のカリキュラム
    教材の捉え方…子供の発達段階に応じて




	H16.2
	やる気満々
（研修生の反省ノートから）




	H16.1
	唱歌・童謡コンサート in 泉の森




	H15.10
	運動会のもつ意味




	H15.6
	唱歌・童謡・産経新聞
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			学校法人 真曜学園安松幼稚園

			〒598-0033
大阪府泉佐野市南中安松1126 072-466-1828

				 お問合せ


		

	
		
			
				安松幼稚園の大切にしていること

					安松幼稚園の教育の根本
	情緒教育そのもの
	困難や障害、負荷を乗り越え情熱的に最後まで
　やり抜く力


				
				
				理事長エッセイ

					


				
				安松幼稚園　早わかり

					安松幼稚園の園風
	人間としての骨太な面を育てたい
	幼児の発達段階に基づく教育


				教育内容

					子供の実態と発達段階に基づいて
	保育内容
	行事紹介


			

			
				入園案内

					募集要項
	私立幼稚園の保護者への補助金
	預かり保育（働いていたって幼稚園）
	放課後の延長保育
	長期休暇中の預かり保育
	満３歳児保育
	入園を決めたお母さんの思い
	見学申込
	課外教室
	安全管理・施設など


				安松幼稚園の先生達

			

			

			
				就園前教室

					２歳児芽生え教室
	芽生え教室のお母さんや
　在園児・卒園児のお母さんの感想



				写真館・ビデオ館


				保護者とのふれあい

					お母さんからのお便り
	保護者アンケート結果
	学校評価


			

			
				その他

					求人情報
	個人情報保護方針
	情報公開
	唱歌・童謡コンサート
	創立６０周年記念式典
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